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[文中の表記] 
あはき法：あん摩マッサージ指圧師､はり師､きゅう師等に関する法律 
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施術所開設届 
 

 施術所を開設したときは、開設後１０日以内に「施術所開設届」を提出してください。 

「あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう」と「柔道整復」の施術所を併設する場合、それぞれの開設

届が必要です。 

開設届出受付後、施設の確認を行います。 

なお、出張施術業務開始届を提出している場合は、出張施術業務の廃止届を提出してください。 

提出

書類 

・施術所開設届 

・施術所の平面図 

施術室・待合室・施術所の窓の寸法、施術台（ベット）・施術器具・消毒設備・ドア・換気装置の位置が

わかるもの 

持参

書類 

・開設者の本人確認のための書類 

開設者が個人の場合：官公署が発行した免許証等の原本（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など） 

開設者が法人の場合：登記事項証明書（発行から概ね 3か月以内のもの） 

・業務に従事する施術者の本人確認のための書類（官公署が発行した免許証等の原本） 

・業務に従事する施術者のあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師の免許証の原本 

※業務に従事する施術者の本人確認のための書類の原本が持参できない場合は、開設者が作成した「業務に

従事する施術者本人である事を証明する書類」を添付してください。 

 

構造設備基準（あはき法施行規則第２５条、柔整法施行規則第１８条） 

 

施術室 

・6.6㎡以上の専用の施術室を有すること。  

・施術室は、室面積の 1/7以上に相当する部分を外気に開放し得ること。 

ただし、これに代わるべき適当な換気装置があるときはこの限りでない。  

・施術室内に施術台を２台以上設置する場合には、各々カーテン等で仕切り、患者のプライバシー

に配慮すること。(指導) 

待合室 ・3.3㎡以上の待合室を有すること。  

その他 
・施術に用いる器具、手指等の消毒設備を有すること。  

・施術所は住居、店舗等と構造上及び機能上独立していること。（指導） 

 

衛生上必要な措置（あはき法施行規則第２６条および柔整法施行規則第１９条） 
 

 ・常に清潔に保つこと。 

・採光、照明及び換気を十分にすること。  

※はり師は、はりを施そうとするときは、はり、手指及び施術の局部を消毒しなければなりません。 

また、その他の業務に従事する施術者についても、施術するにあたっては、手指及び施術に用いる

器具の洗浄、消毒を徹底してください。 

 

１｜施術所の手続き等 

各種様式・添付書類は、広島市ホームページに掲載しています。 

広島市公式ホームページ → ■ページ番号でさがす 

→ 「施術所に関する手続・管理」に掲載 
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施術所の平面図の記載例 

 

 

  

                          

                                                       

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

消毒 

設備 

待合室 施術室 

換気扇 

・換気用窓の開放面積が足りない場

合、必要に応じて設置すること 

・エアコンの場合は換気機能を有す

ること 

換気用窓 

・施術室の面積の 1/7以上に相当す

る部分を外気に開放し得ること 

・それぞれの施術室には待合室か

ら直接入れること 

待合室 

・3.3㎡以上で

あること 

 

待合室と施術室

の区画 

・固定壁により明

確に区別する

のが望ましい 

専用の施術室 

・6.6㎡以上であること 

・固定壁により完全に仕切られてい

ること 

・施術台を２台以上設置する場合、

各々カーテン等で仕切り、患者の

プライバシーに配慮すること 

 

・施術所は、それ以外の施設から

独立していること。 

「あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう」「柔道整復」の両方の施術所を併設して開設する場合 

消毒設備 

・施術に用いる器具、手指等の消毒

設備を有すること 

「あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう」「柔道整復」いずれかの施術所を開設する場合 

待合室 

あはき法に規定される

専用の施術室 

柔道整復師法に規定さ

れる専用の施術室 

・それぞれの専用の施術室は、固定

壁で区画すること。 

・ただし、開設者と施術者が同じ場

合に限り、施術室を共用してもや

むを得ない。 

待合室 

・それぞれの施術室に対して 3.3

㎡以上が必要 

・ただし、開設者が同じ場合に限

り、十分な広さがあれば待合室

を共用してもやむを得ない 

専用の施術室 

・6.6㎡以上であること 

専用の施術室 

・6.6㎡以上であること 

消毒設備、換気等については、上記参照 
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施術所の名称 
 

施術所の名称は、広告規制の対象になります。→「３ 広告の制限」参照 

利用者が無資格者による医業類似行為施設と区別できるよう、業務の種類を入れるなど、施術所（有

資格者の施設）であることがわかる名称としてください。 

なお、次のような名称は、施術所の名称として認められません。 

・「病院又は診療所等」と誤解する恐れがあるものを含んでいる名称 

 ○○診療所、○○治療所、○○治療室、○○療院、○○はり科療院、 ○○（施術業態を含まない）治療院、 

メディカル、クリニック、 リハビリ、ドック 等（ ※ 診療科名や診療行為等と紛らわしい表現を

含む名称も不可） 

・あはき、柔整以外の業態と紛らわしい名称  

カイロプラクティック、整体、リラクゼーション、リフレクソロジー、アスレチック、コンディシ

ョニング、リラックス、サポート 等  

・提供する施術業態が混ざっている名称  

○○鍼灸接骨院、○○マッサージ接骨院 等   

・対象者を限定するもの  

○○女性専門療院、○○レディース、子ども、スポーツ、アスリー ト、美容、交通事故専門、むちう

ち専門 等  

・施術内容、技能、方法を含んでいる名称 

東洋医学、温鍼、中国鍼灸、美容鍼灸、不妊鍼灸、更年期障害、 背骨専門、漢方、気功、無痛治療、

電気療法 等   

・効能を含んでいる名称、優良な施術所と思わせる名称  

姿勢改善・小顔矯正・骨盤矯正、（施術が優良であることを示す 意味で）巧み 等  

・広告不可とされている名称と広告可能とされている名称を併記している名称  

メディカル○○鍼灸院、サロン○○接骨院 等  

・その他、施術所と分かりにくい名称  

○○堂、○○館、○○道場、○○センター、○○ステーション、 サロン、ほぐし処、研究所 等 

 

 

 

 

 

  

「あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう」と「柔道整復」の施術所を併設する場合 

あはき法に基づく施術所と柔整法に基づく施術所はあはき法に基づく施術所を併設する場合は、

それぞれが「・」で区切られていれば併記して差し支えありません。 

（例：○○鍼灸・接骨院、○○鍼灸院・接骨院 等） 
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施術所変更届（あはき法第９条の２第１項、柔道整復師法第１９条第１項） 
 

開設届出内容に変更があった場合は、変更後１０日以内に「施術所変更届」を提出してください。 

「あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう」と「柔道整復」の施術所を併設している場合はそれぞれの

届出が必要です。 

 開設者そのものの変更（事業承継、法人化等）、施設所在地の変更（移転）については、廃止・開設の

手続きを行ってください。 

また、施設名称及び構造設備に係る変更については、事前にご相談ください。 

開設者の氏名・ 

住所の変更 

 提出書類 ・施術所変更届 

 

持参書類 

・開設者の本人確認のための書類 

開設者が個人：官公署が発行した免許証等の原本 

（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など） 

開設者が法人：登記事項証明書（発行から概ね 3か月以内のもの） 
    

施術所の名称、業

務の種類の変更 

 
提出書類 ・施術所変更届 

    

構造設備の変更 
 

提出書類 
・施術所変更届 

・変更前及び変更後の平面図 

    

業務に従事する

施術者の変更 

 提出書類 ・施術所変更届 

 

持参書類 

施術者の採用や氏名の変更の場合 

・本人確認のための書類（官公署が発行した免許証等の原本） 

・あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師の免許

証の原本 

 

 

施術所休止・廃止・再開届（あはき法第９条の２第２項、柔道整復師法第１９条第２項） 
 

施術所を休止，廃止又は再開した場合は、休止、再開、廃止後１０日以内に「施術所休止・廃止・再

開届」を提出してください。 

「あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう」と「柔道整復」の施術所を併設している場合は、それぞれ

の届が必要です。  

提出書類 ・施術所休止・廃止・再開届 

 

 

 

  
 

1020223 

 

「休止・廃止・再開届」は電子申請が可能です。ご活用ください。 

申請の流れ：利用者登録(初回：必要、2回目以降：不要) → ログイン → 手続き内容の確認 

      → 届出事項の入力 → 送信 

※詳しくは、広島市ホームページをご覧ください。 

●休止・廃止・再開届 

 広島市公式ホームページ → ■ページ番号でさがす 

             → 施術所に関する手続・管理の「4 施術所・出張施術業務休止・廃止・再開届」

に掲載 
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出張施術業務開始届（あはき法第９条の３） 

 

  あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師が、専ら出張のみによってその業務に従事する時は、業

務開始後１０日以内に「出張施術業務開始届」を提出してください。 

（※住所地での届出になります。事業所などを住所として提出することはできません。） 

すでに施術所を開設している場合は、出張施術業務開始届の提出は必要ありません。 

また、柔道整復師による出張専門業務は認められていないので注意してください。 

届出事項の変更（施術者の氏名・住所の変更など）については、廃止・開始の手続きを行ってくださ

い。 

提出書類 ・出張施術業務開始届 

持参書類 

・施術者の本人確認のための書類 

（官公署が発行した免許証等の原本（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳 など）） 

・施術者のあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の免許証の原本 

 

出張施術業務休止・廃止・再開届（あはき法第９条の３） 
 

出張施術業務を休止、再開又は廃止した場合は、休止・再開・廃止後１０日以内に「出張施術業務休

止・廃止・再開届」を提出してください。 

提出書類 ・出張施術業務休止・廃止・再開届 

「出張施術業務休止・再開・廃止届」は電子申請が可能です。ご活用ください。 

申請の流れ：利用者登録 → ログイン → 手続き内容の確認 → 届出事項の入力 → 送信 

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。 

広島市トップページ ＞ 事業者向け情報 ＞ 医療機関・施術所等 

 ＞ 施術所等に関する手続・管理「施術所・出張施術業務休止・廃止・再開届」 

 

滞在施術業務実施届（あはき法第９条の４） 
 

広島市外に住所地のあるあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師（施術所の開設者又は勤務者で

ある場合は、施術所の所在地が広島市外）が、広島市に滞在して業務を行おうとするときは、事前に「滞

在施術業務実施届」を提出してください。 

提出書類 ・滞在施術業務実施届 

持参書類 

・施術者の本人確認のための書類 

（官公署が発行した免許証等の原本（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳 など）） 

・施術者のあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の免許証の原本 

 

 

 
出張施術は施設ではないため「○○マッサージ院」等の名称を名乗ることはできません。 

２｜出張施術業務の手続き等 
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広告制限の概要 

 

  広告は、看板や印刷物など、不特定の者の目に触れるものが対象になります。 

何人も、いかなる方法であっても、法で定められた事項以外は広告できません。 

また、広告可能な事項を広告する場合にも、施術者の技能、施術方法又は経歴に関する事項について

は広告できません。 

詳しくは、「あん摩業、マッサージ業、指圧業、はり業、きゅう業若しくは柔道整復業又はこれらの施

術所に関して広告し得る事項等及び広告適正化のための指導等に関する指針（あはき・柔整広告ガイド

ライン）について」（令和７年２月１８日医政発０２１８第１号）を参照してください。 

 

あはき法に基づく施術所で認められている広告事項（あはき法第７条第１項、第２項） 
 

○施術者である旨並びに施術者の氏名及び住所 

○業務の種類（あん摩業、マッサージ業、指圧業、はり業、きゅう業） 

○施術所の名称、電話番号及び所在の場所を表示する事項 

○施術日又は施術時間 

○その他厚生労働大臣が指定する事項（平成１１年３月２９日厚告６９） 

・もみりょうじ 

・やいと、えつ 

・小児鍼（はり） 

・あはき法第九条の二第一項前段の規定による届出をした旨 

・医療保険療養費支給申請ができる旨（申請については医師の同意が必要な旨を明示する場合に限る。） 

・予約に基づく施術の実施 

・休日又は夜間における施術の実施 

・出張による施術の実施 

・駐車設備に関する事項 

 

柔道整復師法に基づく施術所で認められている広告事項（柔道整復師法第２４条第１項、第２項） 
 

○柔道整復師である旨並びにその氏名及び住所 

○施術所の名称、電話番号及び所在の場所を表示する事項 

○施術日又は施術時間 

○その他厚生労働大臣が指定する事項（平成１１年３月２９日厚告７０） 

・ほねつぎ（又は接骨） 

・柔道整復師法第十九条第一項前段の規定による届出をした旨 

・医療保険療養費支給申請ができる旨 

（脱臼又は骨折の患部の施術に係る申請については医師の同意が必要な旨を明示する場合に限る。） 

・予約に基づく施術の実施 

・休日又は夜間における施術の実施 

・出張による施術の実施 

・駐車設備に関する事項 

 

違反の多い広告の例 

「○○式」「中国ばり」「美容鍼」「適応症（がん、

腰痛、肩こり、肉離れ等）」「交通事故」「各種保険取

扱い」「スポーツ」「料金○○○円」「○○に効く」「む

ち打ち専門」「女性専用」など  

３｜広告の制限 


